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韓国・台湾およびシンガポール経済の減速

・韓国、台湾およびシンガポールの2001年1-3月期GDP成長率(前年同期比)では、輸出の寄与が
  減少する一方、輸入の減少がプラスに寄与している。
・各国ともに輸出に加え、消費、設備投資および在庫調整など内需も減速要因となっている。
・なお、シンガポールの2001年4-6月期GDP成長率（同、7/10発表暫定推定値）はマイナスに転
  じている。
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シンガポール

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

97 98 99 2000 97/1 2 3 4 98/1 2 3 4 99/1 2 3 4 00/1 2 3 4 01/1

4.6

7/10発表 adavanced estimation：01/2 ▲0.8％

（注）シンガポールの輸出は貿易収支
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（備考）韓国：韓国銀行 "Quarterly National Accounts",台湾："National Statistics "Monthly Bulletin of Statistics　of the
　　　　　　Republic of China",シンガポール：通商産業省 "Main Indicators of the Singapore Economy"
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